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本論文は，移動体衛星通信における差動位相変調方式に対する検波後ダイバーシチ効果に関する研究の

成果をまとめたもので 5 章から構成されている。

第 1 章は序論であり，本研究に関連する分野において従来行われてきた研究について概説し本研究の

意義・所在を明らかにしている。

まず本研究で扱う移動体衛星通信路のモデルとしてライス・フェージング通信路を与え第 2 章では，

衛星/航空機，衛星/陸上移動体および衛星/船舶通信系における種々の通信路パラメータ値を詳述して

3 4 相および 2 相差動位相変調 (DP S K) 方式に対する遅延検波器の解析モデルを示し，いるo 更に，

章および 4 章で解析を行う準備として検波出力の特性関数を導出している。

第 3 章では，移動体衛星通信における 4 相DPSK方式に対する検波後ダイパーシチ効果の理論解析を

ダイパーシチによる誤り率改善行っている。まず.検波後ダイパ}シチとして等利得合成法を取り上げ，

効果を 2 章で述べた 3 つの通信系について明らかにし.次いで選択合成法を取り上げ，等利得合成法と比

較を行いダイパーシチの有効性並びに等利得合成法の優位性を明らかにしている。

第 4 章では，移動体衛星通信における 2 相DPSK方式に対する動菌検波後ダイパーシチ合成法の理論

ダイパーシチ枝問で受信信号電力と受信信号中のコヒーレント成分対インコヒ解析を行っている。まず，

一レント成分電力比(ライス・ファクタ)に偏差がない場合の等利得合成法の誤り率を与える式を導出し

次いでダイパーシチ枝問で受信信号電力とライス・ファクタに偏差がある場合の線形合成ダイパーシチの

誤り率を与える一般式を導出し，最ゅう検定に基づいた誤り率を最小iとする最適合成法を通信路パラメー

2 章で述べた 3 つの通信系において等利得合成法と最適
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タの推定器と共に提案している。そして最後'L ，



合成法の誤り率改善効果の比較を行い，最適合成法の優位性並ひ1乙等利得合成法はダイパーシチ枝問で受

信信号電力とライス・ファクタに差がない場合には最適合成法に一致することを明らかにしている。

第 5 章では，結論として本研究で得られた主要な成果について総括を行っている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，新しい通信システムである移動体衛星通信系に差動位相変復調方式を導入する場合の誤り率

特性ならびに検波後ダイパーシチの効果に関する理論的研究をまとめたものであって，その成果を要約す

ると次のとおりである。

(1) 移動体衛星通信路の解析モデルとしてライス・フェージングが妥当である乙とを示し，乙のフェージ

ング環境下における差動位相検波器出力の特性関数を導出し，受信誤り率解析の基本を得ている。

(2) 4 相差動位相変調方式について，その誤り率特性を明らかにすると共に，誤り率に対する検波後等利

得合成ダイパーシチならびに検波後選択合成ダイパーシチの改善効果を比較し，検波後等利得合成ダイ

パーシチの優位性を明らかにしている。

(3) 最ゅう検定理論に基づいて， 2 相差動位相変調方式に対する誤り率を最小とする最適検波後ダイバー

シチを考察し， ライス・フェージング通信路のパラメータ推定器を考察すると共に，検波後等利得ダイ

ノてーシチの性能と対比することにより最適ダイバーシチの利点を明白 iとしている。

以上のように本論文は，今後の発展が期待される移動体衛星通信方式に差動位相変調方式を用いる場合

の受信誤り率特性およびその検波後ダイパーシチによる改善効果に関する有用な新しい知見を与えており，

通信工学の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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